
新
井
市
議
は
、
構
造
計
算

偽
造
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
を
取

り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
求
め

ま
し
た
。

「
建
築
確
認
申
請
を
お
こ
な

う
際
に
添
付
す
る
の
が
、
耐

震
性
を
示
す
構
造
計
算
書
。

そ
れ
を
設
計
事
務
所
が
い
と

も
簡
単
に
偽
造
。
被
害
が
広

が
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
検
査

す
る
民
間
検
査
機
関
は
、
こ

の
不
正
を
見
ぬ
け
な
か
っ
た
。

市
内
で
も
入
居
済
み
の
も
の

や
建
設
中
で
イ
ー
ホ
ー
ム
ズ

や
日
本
Ｅ
Ｒ
Ｉ
が
検
査
を
し

て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

市
と
し
て
も
相
談
窓
口
を
設

け
て
市
民
か
ら
の
相
談
に
対

応
し
て
ほ
し
い
」
と
求
め
ま

し
た
。

建
設
部
参
事
は
、
「
不
安
を

感
じ
て
い
る
市
民
の
方
が
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
県

で
確
認
中
と
い
う
こ
と
な
の

で
県
と
も
連
絡
を
取
り
な
が

ら
情
報
提
供
を
し
て
い
く
。

心
配
な
方
は
遠
慮
な
く
建
築

指
導
課
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」

と
窓
口
に
な
っ
て
対
応
す
る

こ
と
を
答
弁
し
ま
し
た
。

庁
舎
別
館
よ
り

市
民
生
活
優
先
に

続
い
て
、
新
井
市
議
は
、

「
飯
能
市
は
予
算
編
成
方
針

の
中
で
財
政
が
厳
し
い
の
で
、

当
初
計
画
通
り
進
め
る
こ
と

が
困
難
と
な
る
こ
と
を
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
総
振
や

新
市
建
設
計
画
に
全
く
な
か
っ

た
市
役
所
別
館
建
設
に
五
億

五
千
万
円
を
使
う
こ
と
に
し

て
い
る
。
合
併
補
助
金
や
合

併
特
例
債
は
、
子
育
て
支
援

や
高
齢
者
福
祉
な
ど
を
市
民

生
活
優
先
に
使
う
べ
き
だ
」

と
質
し
ま
し
た
。

総
合
政
策
部
参
事
は
、
「
十

八
年
度
の
合
併
補
助
金
は
別

館
建
設
に
あ
て
た
い
」
と
市

民
に
は
「
我
慢
」
を
言
う
一

方
、
別
館
建
設
は
あ
く
ま
で

進
め
る
姿
勢
を
崩
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

民
営
化
、
委
託
化
方

針
改
め
公
的
責
任
を

新
井
市
議
は
、
「
行
革
」

問
題
を
取
り
上
げ
、
「
市
は
、

小
さ
な
自
治
体
を
め
ざ
し
、

保
育
所
や
学
校
給
食
な
ど
を

民
営
化
や
民
間
委
託
化
す
る

方
向
だ
。
し
か
し
、
構
造
計

算
偽
造
問
題
な
ど
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
民
営
化
が
、
過
度

な
利
益
追
求
、
効
率
化
、
コ

ス
ト
削
減
、
公
的
責
任
を
投

げ
捨
て
、
安
全
軽
視
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
。
民

営
化
、
委
託
化
先
に
あ
り
き

で
は
な
く
公
的
責
任
を
明
確

に
し
て
検
討
し
直
す
べ
き
だ
」

と
質
し
ま
し
た
。

総
合
政
策
部
長
は
、
「
民
間

委
託
、
民
営
化
や
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
な
ど
民
間
活

力
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
ご
と
に
慎
重
に
、

公
共
性
、
公
益
性
、
必
需
性

の
観
点
か
ら
検
討
し
、
行
政

が
行
う
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
見
込
ま
れ
る
事
業
は
、

可
能
な
も
の
か
ら
進
め
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

低
所
得
者
対
策
の
強

化
と
特
養
待
機
者
解

消
を

金
子
市
議

一
〇
月
か
ら
の

食
事
代
、
居
住
費
の
全
額
自

己
負
担
（
施
設
入
所
者
と
通

所
者
）
で
、
利
用
者
は
大
変

な
負
担
増
と
な
っ
て
い
る
。

あ
る
方
は
、
八
十
二
才
で

老
健
施
設
に
入
所
。
九
月

の
支
払
い
は
、
七
万
九
〇

九
一
円
。
一
〇
月
は
十
二

万
四
〇
一
〇
円
と
約
四
万

五
〇
〇
〇
円
も
の
負
担
増

と
な
っ
て
、
息
子
さ
ん
は
、

「
こ
れ
で
は
在
宅
で
看
る

し
か
な
い
」
と
。
し
か
し

今
後
に
大
き
な
不
安
を
抱

え
て
い
る
。
県
内
の
施
設

で
は
、
昼
食
時
お
に
ぎ
り
を

持
っ
て
き
て
隅
の
方
で
ひ
っ

そ
り
食
べ
て
い
る
と
い
う
姿

を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
報
告
も
あ
る
。
国
の
軽
減

措
置
で
は
、
特
養
ホ
ー
ム
、

老
健
施
設
入
所
者
と
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
対
象
と

な
っ
て
い
る
が
、
介
護
療
養

型
医
療
施
設
入
所
者
は
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
。
特
養
ホ
ー

ム
が
い
っ
ぱ
い
で
入
所
で
き

な
い
か
ら
療
養
型
に
入
所
し

て
い
る
現
状
の
中
で
、
市
の

独
自
助
成
を
強
化
し
て
高
齢

者
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
ほ
し

い
。ま

た
、
特
養
ホ
ー
ム
入
所

待
機
者
の
解
消
を
ず
っ
と
求

め
て
き
た
が
、
第
三
期
計
画

の
見
直
し
の
中
で
し
っ
か
り

位
置
づ
け
る
べ
き
。
さ
ら
に

「
介
護
予
防
」
を
推
進
す
る

に
あ
た
っ
て
保
健
婦
の
増
員

を
は
か
る
こ
と
。
市
民
検
診

が
今
年
か
ら
検
診
ヵ
所
数
が

減
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で

は
「
介
護
予
防
」
に
逆
行
で

は
な
い
か
。

福
祉
部
長

①
一
〇
月
か
ら

の
食
費
・
居
住
費
の
全
額
自

己
負
担
に
つ
い
て
は
、
社
会

福
祉
法
人
へ
の
利
用
者
負
担

軽
減
制
度
が
設
け
ら
れ
た
の

で
、
本
市
と
し
て
も
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。
対

象
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
短

期
通
所
介
護
を
利
用
し
て
い

る
方
で
、
夫
婦
年
間
収
入
二

〇
〇
万
円
以
下
、
預
金
四
五

〇
万
円
以
下
で
二
分
の
一
、

四
分
の
一
を
補
助
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
社

会
福
祉
法
人
へ
の
減
免
を
促

進
し
て
い
き
た
い
。
介
護
療

養
型
医
療
施
設
へ
の
市
独
自

補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

①
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
は
、

八
月
現
在
市
内
四
施
設
で
四

二
四
人
（
重
複
あ
り
）
。
市

内
施
設
の
入
所
定
員
数
八
九

八
人
を
有
し
て
い
る
が
、
飯

能
市
民
は
四
六
二
人
で
、
市

外
の
利
用
者
が
半
数
を
占
め

て
い
る
。
一
方
、
県
内
の
施

設
整
備
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん

で
お
り
本
市
の
利
用
者
が
本

市
の
施
設
に
入
所
で
き
る
割

合
は
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
現
実
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
四
分
の

一
の
入
所
者
に
給
付
費
の
半

分
以
上
が
集
中
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
可
能
な
限

り
在
宅
で
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
、

施
設
給
付
費
を
一
定
割
合
に

押
さ
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。

そ
の
他
入
札
問
題
、
不
況

対
策
と
し
て
、
制
度
融
資
の

改
善
、
雇
用
の
確
保
、
ご
み

の
減
量
・
資
源
化
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

２００５年１２月１８日 ＮＯ．１５０３

耐
震
偽
装
問
題
で
相
談
窓
口
を

新
井
た
く
み
市
議
の
一
般
質
問

介
護
保
険
制
度
の
改
善
求
め
る

金
子
と
し
え
市
議
の
一
般
質
問

新井たくみ市議

金子としえ市議



十
二
月
議
会
に
西
武
鉄
道

が
撤
退
し
た
分
譲
地
開
発
計

画
地
に
あ
る
武
蔵
丘
中
央
地

区
へ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

建
設
計
画
が
急
遽
う
ち
だ
さ

れ
、
こ
の
地
域
内
に
あ
る
市

道
を
廃
止
す
る
議
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
央
地
区
は
、
国
道

二
九
九
と
西
武
線
に
囲
ま
れ

た
五
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す

が
、
こ
の
計
画
に
よ
る
と
こ

の
地
区
内
の
二
・
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
西
武
か
ら
企
業
が
土
地

を
借
り
受
け
る
形
で
六
つ
の

店
舗
と
三
八
二
台
分
の
駐
車

場
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
店
舗
面
積
は
六
三
〇

〇
㎡
（
エ
ッ
サ
ン
の
約
三
倍
）

に
も
及
び
ま
す
。

問
題
は
、
大
型
店
の
進
出

が
相
次
ぐ
中
、
大
規
模
な
駐

車
場
を
完
備

し
た
大
型
店

が
軒
を
連
ね

た
シ
ョ
ッ
ピ

グ
セ
ン
タ
ー

街
は
、
商
店

街
と
競
合
し
、

今
で
も
大
変

な
商
店
経
営

を
圧
迫
す
る

こ
と
は
明
ら

か
で
す
。

飯
能
市
が

公
共
施
設

さ
ら
に
、
そ
の
一
角
に
飯

能
市
が
、
公
共
施
設
と
し
て
、

ト
イ
レ
や
物
産
館
を
整
備
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
郊
外
型

の
店
舗
展
開
に
市
が
協
力
す

る
か
た
ち
に
な
り
ま
す
。

こ
の
計
画
を
聞
い
た
あ
る

商
店
主
は
、
「
商
店
街
振
興

に
逆
行
す
る
も
の
だ
」
と
批

判
し
て
い
ま
す
。

議
案
質
疑
に
よ
る
と
公
共

施
設
は
、
建
設
費
約
四
〇
〇

〇
万
円
で
国
の
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
一
六
〇
〇
万
円
と
飯

能
市
、
西
武
鉄
道
が
負
担
金

を
出
し
て
建
設
す
る
も
の
で
、

運
営
は
商
工
会
議
所
に
任
せ

る
方
向
だ
と
い
い
ま
す
。

す
で
に
こ
の
問
題
で
は
、

商
工
会
議
所
の
新
井
景
三
会

頭
と
沢
辺
瀞
壱
市
長
が
六
月

二
日
に
合
意
し
て
い
る
と
い

う
の
で
す
。

地
元
説
明
会
に
つ
い
て
は
、

概
要
計
画
書
、
大
店
舗
立
地

届
書
を
埼
玉
県
に
提
出
し
た

後
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

日
本
共
産
党
は
反
対

日
本
共
産
党
の
新
井
た
く

み
市
議
は
、
「
二
九
九
バ
イ

パ
ス
や
川
寺
・
上
野
線
、
東

飯
能
駅
東
口
駅
前
通
り
線
な

ど
の
整
備
に
よ
っ
て
郊
外
型

の
大
型
店
、
チ
ェ
ー
ン
店
の

開
店
が
あ
い
つ
ぎ
、
中
心
市

街
地
の
商
店
の
営
業
を
脅
か

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か

に
あ
っ
て
、
約
四
〇
〇
台
の

駐
車
場
も
完
備
さ
れ
た
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ

れ
れ
ば
、
商
店
街
に
一
層
の

驚
異
を
与
え
る
も
の
。
そ
の

一
角
に
飯
能
市
が
公
共
施
設

を
建
設
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

中
心
市
街
地
の
商
店
振
興
に

も
逆
行
す
る
も
の
で
、
説
明

責
任
も
合
意
形
成
も
不
十
分

だ
。
そ
れ
を
前
提
と
し
た
市

道
廃
止
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
し
て
、
反
対
討
論
を
行
い

ま
し
た
。
柏
木
市
議
も
反
対

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

前
田
自
治
会
は
、
同
自
治

会
の
積
立
金
約
一
三
四
〇
万

円
を
着
服
し
て
い
た
元
副
自

治
会
長
兼
会
計
担
当
者
を
刑

事
告
訴
し
ま
し
た
。
着
服
代

金
は
全
額
返
済
済
み
で
す
が

「
着
服
行
為
は
許
さ
れ
な
い
」

と
し
て
告
訴
に
踏
み
切
っ
た

も
の
で
す
。

こ
の
事
件
は
、
今
年
五
月

に
発
覚
し
、
会
計
担
当
者
が

私
的
な
流
用
を
認
め
、
自
ら

立
て
た
弁
済
計
画
に
基
づ
い

て
返
済
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

十
月
に
全
額
が
返
済
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
事
件
を
発
端
に
、

自
治
会
館
の
不
正
請
求
問
題

も
明
ら
か
に
な
り
、
自
治
会

が
三
〇
〇
万
円
の
補
助
金
全

額
を
飯
能
市
に
返
還
す
る
と

い
う
事
件
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
会
計
担
当
者
は
、
四

月
の
市
議
選
で
落
選
す
る
ま

で
民
主
党
の
現
職
市
議
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
民
主
党
が
ど

う
い
う
対
応
を
と
っ
て
い
る

の
か
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

主
要
マ
ン
シ
ョ
ン

開
発
会
社
の
六
割

が
マ
ン
シ
ョ
ン
耐

震
偽
装
問
題
で
市

場
に
悪
影
響
が
出

る
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
調
査
で
わ

か

り
ま
し
た

。

「
犯
人
探
し
を
す
る
と
日
本
経

済
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と

い
う
自
民
党
の
武
部
幹
事
長
の

発
言
も
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る

信
頼
を
大
き
く
そ
こ
な
い
ま
し

た
。
他
に
も
耐
震
偽
装
マ
ン
シ
ョ

ン
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
惑
を
持
た
せ
た

か
ら
で
す
。
悪
影
響
が
出
る
の

は
あ
た
り
ま
え
で
す
▼
こ
こ
に

き
て
人
の
生
命
に
か
か
わ
る
検

査
業
務
が
な
ぜ
民
間
に
開
放
さ

れ
た
の
か
。
今
回
の
様
な
事
態

が
九
八
年
の
建
築
基
準
法
の
改

悪
当
時
予
想
で
き
な
か
っ
た
の

か
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
規
制
緩
和
の
中
で

姉
歯
建
築
士
ら
は
九
八
年
に
最

初
の
偽
装
を
手
が
け
た
の
で
す

か
ら
▼
共
産
党
の
中
島
武
敏
元

衆
議
院
議
員
を
し
ば
ら
く
ぶ
り

に
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
。
九
八

年
の
法
改
悪
に
「
競
争
で
建
築

確
認
が
お
か
し
く
な
る
」
と
今

日
の
事
態
を
予
想
し
て
反
対
し

た
当
事
者
と
し
て
で
す
。
さ
す

が
で
す
。
安
か
ろ
う
、
悪
か
ろ

う
の
規
制
緩
和
で
多
く
の
人
た

ち
が
命
と
財
産
を
ズ
タ
ズ
タ
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
の
責
任

は
重
大
で
す
。
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＜議員団の連絡先＞

973-2111(市役所416)
Mail jcp-sigi@
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２００５年１２月１８日 ＮＯ．１５０３

前
田
自
治
会
が

元
会
計
担
当･

前
市
議
を
刑
事
告
訴

１月22日(日)正午

中央公民館ホール

会費 ２０００円

一部

記念講演 国会議員(要請中)

二部

津軽三味線などの余興、各後

援会からの出し物多数
主催：党飯能市委員会、同後援会

西武武 蔵丘
市道廃 止で

土砂の搬出が始まった５・９haの武蔵丘中央地区




